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5
位
入
賞
＆
日
本
新
記
録
の
快
挙
を

達
成
し
ま
し
た
。

◆
「
親
元
同
居
近
居
支
援
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
（
9
月
）

　
市
内
に
居
住
す
る
親
世
帯
と
同
居

ま
た
は
近
居
を
目
的
に
平
成
28
年
4

月
1
日
以
降
に
契
約
を
し
て
自
宅
の

購
入
な
ど
を
し
、
市
外
か
ら
転
入
す

る
子
育
て
世
代
の
人
に
補
助
金
を
交

付
す
る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

◆
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査
費
用
の
一
部

を
助
成
（
10
月
）

　
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
初
期
被
ば
く
に

対
す
る
健
康
へ
の
不
安
を
軽
減
す
る

た
め
、
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査
費
用
の

一
部
助
成
を
始
め
ま
し
た
。

◆
白
井
工
業
団
地
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
全
国

に
向
け
て
P
R
（
11
月
）

　
動
画
を
利
用
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
制
作
や
白
井
工
業
団
地
産
業
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

問
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班

　
内

線
3
3
7
2

こ
の
1
年
を
振
り
返
っ
て

（
カ
ッ
コ
内
の
月
は
掲
載
月
で
す
）

◆
「
白
井
市
第
5
次
総
合
計
画
」
が

ス
タ
ー
ト
（
3
月
）

　
市
の
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
そ
の
前
期
5
カ
年
の
取
り

組
み
を
含
む
新
た
な
指
針
を
策
定
し

ま
し
た
。

◆
「
し
ろ
い
ホ
ワ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
（
4
月
）

　
3
月
14
日
の
「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
」

に
な
ぞ
ら
え
市
が
定
め
た
「
し
ろ
い

の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

◆
「
し
ろ
い
の
梨
育
苗
セ
ン
タ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
（
4
月
）

　
市
梨
業
組
合
が
、
効
率
的
な
生
産

活
動
が
で
き
、
若
者
が
就
農
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
た
め
に
整
備
し
た

全
国
で
も
珍
し
い
梨
の
育
苗
施
設
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

◆
「
白
井
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
が
ス
タ
ー
ト
（
4
月
）

　
目
標
年
度
を
平
成
47
年
度
に
設
定

し
、
お
お
む
ね
20
年
度
後
の
将
来
を

見
据
え
た
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り

（
都
市
計
画
）
の
方
針
を
定
め
ま
し

た
。

◆
市
庁
舎
整
備
工
事
（
5
月
）

　
市
庁
舎
の
新
築
棟
建
設
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
か
ら
は

現
庁
舎
減
築
工
事
を
行
い
、
平
成
30

年
5
月
に
全
庁
開
庁
予
定
で
す
。

◆
「
ド
リ
ー
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

事
業
が
ス
タ
ー
ト
（
7
月
）

　
市
内
の
小
学
3
年
生
が
コ
イ
ン
を

使
っ
て
、
地
域
の
先
生
が
教
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ん
で
体
験

で
き
ま
す
。
地
域
全
体
で
子
育
て
を

支
え
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◆
市
出
身
の
安
藤
美
希
子
選
手
が
リ

オ
五
輪
5
位
入
賞
（
9
月
）

　
白
井
市
出
身
の
安
藤
美
希
子
選
手

が
、
リ
オ
五
輪
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
女
子
58
㌔
級
の
試
合
に
臨
み
、

文化の日千葉県功労者表彰
「商工労政功労」

　白井市商工会会長の石田信昭さんは、地域商業
の振興と発展、商工会の円滑な運営に尽力して受
賞しました。「暮らしなんでもお助け隊」の発足、
活動も評価されました。

文化の日千葉県功労者表彰
「文化功労」

　歌手の石田俊雄さんは、千葉県民謡協会理事長
なども務められ、千葉県の民謡民舞の普及、発展
に尽力して芸術文化の振興に貢献した功績により
受賞しました。
　しろいふるさと大使としても活躍しています。

　野水鋼業㈱は、2000種類以上の鋼材を取り扱
い、顧客も多岐にわたり多品種少量生産・短期
納期という要望に応えています。地域経済の活
性化や発展に貢献して受賞しました。

千葉のちから「中小企業表彰」

会長の石田信昭さん

歌手の石田俊雄さん

受賞おめでとうございます

青少年の指導育成に貢献
「日本スポーツ少年団表彰」

　長年にわたり青少年の指導育成に貢献した功績に

より、市スポーツ少年団顧問の東
し ょ う じ す ず お

海林鈴夫さんが受
賞しました。

顧問の東海林鈴夫さん

平常通り
休所・休館

■白井配水場建設工事起工式……………2
■「平成29年度市民団体活動支援補助金」
を活用しませんか…………………………3
■白井聖仁会病院内病児保育施設「うさぎ
保育所」が開設……………………………4
■白井市民文化祭表彰……………………4

No.815
12.15
平成 28年
（2016 年） 白井市は

「ときめきと
み ど り あ ふ れ る
　　　　快活都市」

を目指します。

市内公共施設の年末年始の休所・休館
施　設　名 26日㈪ 27日㈫ 28日㈬ 29日㈭～

3日㈫ 4日㈬ 5日㈭

市役所
保健福祉センター
健康増進ルーム
福祉センター
公民センター ● ●
西白井複合センター ● ●
白井駅前センター ● ●
冨士センター ● ● ● ●
桜台センター ● ●
白井コミュニティセンター
文化会館
図書館 午後5時まで
郷土資料館
プラネタリウム館
白井運動公園
シルバー人材センター
※老人福祉センターは空調設備等改修工事のため利用できません。
●は市民課で発行している住民票や印鑑登録証明書などの証明書を発行できる
日です。公民・西白井・白井駅前・桜台センターの各出張所の発行時間は、午
前8時30分から午後1時、午後2時から5時15分までです。冨士出張所の発行時間は、
午前8時30分から午後5時15分までです。

ドリームチャレンジャー

リオ五輪出場を決め市長から花束を受け取る安藤選手

雪遊びを楽しむ子どもたち

梨の苗が順調に生育しています（11 月 4 日撮影）

市
の
1
年
の
主
な
出
来
事

　
市
で
は
「
住
ん
で
み
た
い
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
住
み
続
け
た
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
1
年
間
を
振

り
返
り
な
が
ら
主
な
出
来
事
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

代表取締役の野水俊明さん

※ ※ ※

白井市初のオリンピック選手が誕生

しろいホワイトフェスティバル

しろいの梨育苗センターオープン

筝
こと
の演奏にチャレンジ



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

行
政
の
相
談
窓
口
だ
と
思
い
相
談
を
し
た
ら

料
金
請
求
を
さ
れ
た

〜
「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
」
に
あ
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慌
て
ず
に
対
応
を
〜

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
208

Q
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
ら
、
い
き

な
り
「
登
録
さ
れ
ま
し
た
」
と
表
示

さ
れ
た
。

　
慌
て
て
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
た

ら
「
料
金
請
求
が
い
か
な
い
よ
う
に

で
き
る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
お
願
い

を
し
た
ら
、
後
で
6
万
円
が
必
要
と

言
わ
れ
た
。
行
政
の
相
談
窓
口
な
の

に
お
か
し
い
と
思
い
断
り
た
い
。
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　（
40
歳
代

　
男
性
）

A
　
無
料
と
書
い
て
あ
る
ア
ダ
ル
ト

動
画
や
気
に
な
っ
て
い
る
タ
レ
ン
ト

動
画
を
見
よ
う
と
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
し
た
ら
、
い
き
な
り
「
登
録
さ
れ

ま
し
た
」
と
表
示
さ
れ
、
高
額
な
料

金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、「
解
約
は
こ
ち
ら
」

な
ど
と
あ
っ
て
も
誘
導
の
手
口
と
分

か
っ
て
い
る
た
め
、
メ
ー
ル
や
電
話

で
の
連
絡
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
「
相
談
窓
口
」

に
相
談
を
し
た
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
た
と
い
う
新
た
な
事
例
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
」
と
検
索
す
る
と
、
行
政

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
な
い
事

業
者
が
「（
公
式
）
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

詐
欺
解
決
」
「
ア
ダ
ル
ト
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
と
称
し
て
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
と
見
間
違
え
る
よ
う

な
表
示
で
相
談
者
か
ら
の
連
絡
を

待
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
多
く
は
探
偵
業
者
で
、

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
会
社
や
行
政
書

士
だ
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
探
偵
は
調
査
を
す
る
の

が
仕
事
で
公
安
委
員
会
登
録
が
あ
っ

て
も
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
運
営
業
者

を
調
べ
る
だ
け
で
請
求
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
他
の
事
業
者
も

同
様
に
請
求
を
止
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
「
ワ
ン
ク
リ

ッ
ク
請
求
」
の
唯
一
の
対
策
は
、「
連

絡
せ
ず
無
視
す
る
」
で
す
。

　
も
し
、
こ
の
よ
う
な
事
業
者
に
誤

っ
て
相
談
し
、
料
金
を
支
払
っ
た
と

し
て
も
解
決
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
諦
め
ず
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

が
で
き
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
法
で
は
、
い
つ
・

誰
が
・
ど
の
よ
う
な
内
容
を
住
民
基

本
台
帳
で
閲
覧
し
た
か
に
つ
い
て
、

各
市
区
町
村
で
公
表
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状

況
を
公
表
し
ま
す

　
住
民
基
本
台
帳
は
、
個
人
情
報
保

護
に
留
意
す
る
た
め
公
益
的
な
目
的

の
み
に
制
限
さ
れ
て
閲
覧
す
る
こ
と

閲覧日 請求機関の名称・代表者 委託者 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平
成
27
年

11月17日 株式会社マーケティング・リサーチ
・サービス　代表取締役　永井孝由 千葉県総合企画部 第51回県政に関する世論調査 池の上1丁目、西白井3丁目の20歳以上

の男女　32人

12月17日 株式会社ビデオリサーチ　代表取締役社長　秋山創一
日本たばこ産業株
式会社 全国たばこ喫煙者率調査 復の大正15年5月1日～平成8年4月30日

生まれの男女　20人

平
成
28
年

1月19日 朝日新聞千葉総局　総局長　
栗原健太郎 ― 政治・選挙などに関する全国世

論調査

清水口1～ 3丁目、南山1～ 3丁目、堀
込1～ 3丁目の平成8年7月1日～平成10
年6月30日生まれの男女　11人

1月26日 株式会社日本リサーチセンター　
代表取締役社長　鈴木稲博

NHK放送文化研
究所 食生活に関する世論調査2016 桜台2丁目の16歳以上の男女　12人

2月16日 一般社団法人　新情報センター　
事務局長　平谷伸次

国立大学法人岐阜
大学

青少年の喫煙、飲食などの生活
習慣に関する調査 けやき台2丁目1～ 8の男女　20人

2月18日 株式会社日本リサーチセンター　
代表取締役社長　鈴木稲博

日本銀行情報サー
ビス局 生活意識に関するアンケート調査 堀込3丁目、南山1丁目の20歳以上の男

女　15人

3月29日 株式会社ビデオリサーチ　
代表取締役社長　秋山創一

NHK放送文化研
究所 幼児視聴率調査 桜台2丁目の平成22年4月2日～平成26

年4月1日生まれの男女　13人

7月20日 一般社団法人中央調査社　
会長　西澤豊 内閣府大臣官房 地球温暖化対策に関する世論調査 堀込3丁目の18歳以上の男女　16人

8月9日 株式会社日本リサーチセンター　
代表取締役社長　鈴木稲博 立教大学社会学部 21世紀の消費とくらしに関する

調査 桜台2丁目の15 ～ 69歳の男女　20人

8月16日 株式会社エスピー研　
代表取締役　安良岡洋介 千葉県総合企画部 平成28年度「第52回県政に関す

る世論調査」 復、清水口2丁目の18歳以上男女　32人

9月6日

株式会社日本リサーチセンター　
代表取締役社長　鈴木稲博

日本銀行情報サー
ビス局 生活意識に関するアンケート調査 西白井4丁目の20歳以上の男女　15人

千葉県印旛保健所 ― 平成28年度国民健康・栄養調査、
平成28年度歯科疾患実態調査 大山口2丁目11番の5、6と9の全員

10月12日

株式会社日本リサーチセンター　
代表取締役社長　鈴木稲博 内閣府政策統括官 青少年のインターネット利用環

境実態調査 桜台2～ 3丁目、10 ～ 17歳の男女　20人

株式会社日本リサーチセンター　
代表取締役社長　鈴木稲博 消費者庁 平成28年度消費者意識基本調査 桜台2～ 3丁目、15歳以上の男女　25人

　
平
成
27
年
11
月
1
日
か
ら
平
成
28

年
10
月
31
日
ま
で
の
閲
覧
状
況
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
課
市
民
班
　
内
線
3
1
4

2
・
3

移
動
暴
力
相
談
所
を
開
設

　
公
益
財
団
法
人
千
葉
県
暴
力
団
追

放
県
民
会
議
で
は
、
暴
力
団
に
関
す

る
相
談
を
常
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
、

移
動
暴
力
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
所
に
は
、
県
民
会
議
の
常
勤

相
談
委
員
が
派
遣
さ
れ
、
必
要
に
応

じ
て
所
轄
の
警
察
署
員
に
も
協
力
を

要
請
し
ま
す
。

　
対
応
は
相
談
者
の
立
場
で
親
切
に

納
得
の
い
く
よ
う
指
導
・
助
言
し
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
よ
り
、
警
察
へ
の
通

報
、
弁
護
士
の
紹
介
、
訴
訟
費
用
の

無
利
子
貸
し
付
け
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
平
成
29
年
1
月
18
日
㈬
　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

　
印
旛
地
域
振
興
事
務
所
（
佐

倉
市
）

問
　
公
益
財
団
法
人
千
葉
県
暴
力
団

追
放
県
民
会
議

　
☎
0
4
3
（
2
5

4
）
8
9
3
0
、
0
1
2
0
―

0
8
9
3
5
4

　11月4日に白井配水場建設現場（根）で、平成30年度の稼働を目指し「白井
配水場建設工事起工式」が行われました。

　市議会議員、関係団体の代表者、工事関係
者など約40人が出席して安全を祈願しました。
　式では伊澤市長から「市営水道事業は、印
旛郡市広域市町村圏事務組合から直結受水に
より今まで給水をしてきました。近年の人口
増加により配水圧が低下するなど直結給水に
も限界があり、配水場の建設は水道水の安定
供給、災害時における飲料水の確保など、市
民の安全安心が向上します」とあいさつがあ
りました。
　工期は平成31年3月25日までです。
■問　上下水道課計画建設班　内線3451 ～ 3

「白井配水場建設工事起工式」
が行われました

鍬入れをする伊澤市長

試験日程　平成29年1月29日㈰　午前10時～（受け付け　午前9時～）
場所　佐倉市立中央公民館
採用職種・年齢要件・人数　下表のとおり

印旛郡市広域市町村圏事務組合
の職員を募集します

一般行政職（上級） 土木上級（技術職）

年齢要件

・昭和56年4月2日から平成7年4月1日までに生まれた人
・平成7年4月2日以降に生まれた人で学校教育法に基づ
く大学（短期大学除く）を卒業した人
※平成29年3月までに卒業見込みの人も含みます。

人数 1人 1人

■申・■問　本日から平成29年1月10日㈫までに所定の申込書（組合、
組合ホームページにあります）に必要事項を記入の上、直接または
郵送で印旛郡市広域市町村圏事務組合管理課　☎043（485）0397へ

23
日
㈷
は
窓
口
で
の
施

設
予
約
・
精
算
業
務
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん

　
市
で
は
、
23
日
㈷
に
個
人
情
報
の

管
理
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
市

役
所
な
ど
の
各
種
シ
ス
テ
ム
の
改
修

を
行
い
ま
す
。

　
当
日
開
館
し
て
い
る
運
動
公
園
、

文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
の
予
約
、
精

算
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
通
常
ど
お
り
予

約
シ
ス
テ
ム
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

※
市
役
所
お
よ
び
他
の
出
先
機
関
は

祝
日
の
た
め
休
み
で
す
。

問
　
情
報
管
理
課
情
報
管
理
班
　
内

線
3
3
6
1
〜
4

シ
イ
タ
ケ
原
木
な
ど
の

購
入
申
し
込
み
は
1
月

13
日
㈮
ま
で

　
市
で
は
、
千
葉
県
森
林
組
合
北
総

事
業
所
が
販
売
の
あ
っ
せ
ん
を
行
う

シ
イ
タ
ケ
の
原
木
・
種
駒
や
ス
ギ
な

ど
の
苗
木
の
購
入
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

　
購
入
は
、
シ
イ
タ
ケ
原
木
50
本
単

位
・
種
駒
1
袋
（
1
、
0
0
0
駒
入

り
）
単
位
、
春
植
え
の
山
行
苗
木
25

本
単
位
で
す
。
詳
細
は
農
政
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
1
月
13
日
㈮
ま
で
に
農
政

課
農
政
班

　
内
線
3
2
5
2
へ
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

手
賀
沼
周
辺
4
市
で
不

法
投
棄
防
止
一
斉
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施

　
手
賀
沼
周
辺
の
柏
市
、
我
孫
子
市

印
西
市
、
白
井
市
の
4
市
で
は
不
法

投
棄
に
関
す
る
情
報
を
相
互
で
共
有

し
て
未
然
防
止
や
拡
大
防
止
の
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
を
迎
え
る
と
、
河
川
敷

や
山
林
、
農
地
へ
の
不
法
投
棄
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
4
市
で

は
特
別
監
視
期
間
と
し
て
「
不
法
投

棄
防
止
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
は
地

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

償
却
資
産
（
固
定
資
産

税
）
の
申
告
に
つ
い
て

　
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
、
農

業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
や
、
賃

貸
住
宅
、
駐
車
場
な
ど
を
貸
し
付
け

て
い
る
人
な
ど
、
事
業
者
が
そ
の
事

業
の
た
め
に
用
い
る
構
築
物
、
機
械
、

車
両
、
工
具
、
備
品
な
ど
の
事
業
用

資
産
を
償
却
資
産
と
い
い
ま
す
。

　
毎
年
1
月
1
日
現
在
で
所
有
さ
れ

て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
資
産

が
所
在
す
る
市
町
村
へ
の
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内

に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、

申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限
　
平
成
29
年
1
月
31
日
㈫

ま
で

※
申
告
書
は
、
12
月
上
旬
に
市
か
ら

送
付
し
ま
す
。
平
成
28
年
中
に
新
規

開
業
し
た
人
で
申
告
書
が
必
要
な
場

合
は
課
税
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
課
税
課
家
屋
班

　
内
線
3
1
3
7

舗装工事のお知らせ
工事日程　平成29年1月上旬～ 2月中旬　午前9時～午後5時
（日曜日、祝日を除く）
※通行幅が狭くなることがありますので注意してください。
工事箇所　下図の　　　　部分
工事内容　タイル舗装から滑りにくいインターロッキング
舗装に変える工事
※工事に伴うバス停の移動はありません。工事中は交通誘
導員を配置します。
■問　道路課建設班　内線3213

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

日
は
ご
み
分
別
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
〜
る
」
で
簡

単
に
確
認
で
き
ま
す

　「
今
年
最
後
の
ご
み
収
集
日
は
い

つ
だ
っ
た
か
な
」「
手
元
に
資
料
は

な
い
し
、
調
べ
る
の
が
め
ん
ど
う
」

な
ど
の
困
っ
た
経
験
を
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
ん
な
と
き
は
、
市
か
ら
無
料
配

信
し
て
い
る
ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ

ん
あ
〜
る
」
が
便
利
で
す
。
住
ん
で

い
る
地
区
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
年
末
年
始
を
含
め

た
、
一
年
中
の
ご
み
収
集
日
を
簡
単

に
確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
明
日
は
、
燃
や
す
ご
み

の
日
で
す
」
な
ど
と
ご
み
出
し
を
自

動
で
お
知
ら
せ
を
し
た
り
、「
ス
プ

レ
ー
缶
を
回
収
で
き
る
袋
・
で
き
な

い
袋
」
な
ど
、
文
字
だ
け
で
は
分
か

り
づ
ら
い
内
容
は
、
画
像
付
き
で
詳

し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
便
利
な
情
報
が
満

載
の
市
公
式
の
無
料
ア
プ
リ
を
毎
日

の
ご
み
出
し
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
4

iphone用Android用

ＱＲコード

白井市地球温暖化対策実行計画　平成27年度結果

基準年度値
（H25年度）

最終目標
（H29年度末）

H27年度
実績

基準年度か
らの削減量

最終目標
達成まで
の削減量

CO2
排出量（㌕）

温室効果ガス
総排出量（㌕） 4,119,768 3,954,977 4,082,288 37,480 127,311 －

電気使用量
（㌗アワー） 5,201,154 － 5,314,410 ＋113,256 － 2,790,065

燃
料
使
用
量

ガソリン（㍑） 31,967 － 26,322 5,645 － 63,814

灯油（㍑） 42,652 － 37,329 5,323 － 92,949

軽油（㍑） 3,956 － 4,003 ＋47 － 10,416

Ａ重油（㍑） 15,000 － 12,500 2,500 － 33,875

液化天然ガス（㌕） 168 － 307 ＋139 － 920

都市ガス（立法㍍） 481,221 － 488,901 ＋7,680 － 1,090,249

CO2排出量合計（㌕） 4,082,288

※削減量は、平成25年度に対する平成27年度の削減量です。
「＋」は使用量が増加したことを表します。

域
の
皆
さ
ん
が
「
不
法
投
棄
は
し
な

い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
」
と
い

う
認
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
を
発
生

さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線

　
3
2
7
4
・
5

　市では、地球温暖化の主な原因となる温室効果ガス
の排出を減らすため「白井市地球温暖化対策実行計画」
に基づき、省エネルギーや環境保全に関して配慮すべ
き具体的事項を定めて取り組んでいます。
　平成27年度も着実な実施と共に、資源エネルギー庁
の主導する「省エネルギー対策」の推進に努め、夏季
および冬季における空調温度の適正な管理、不要な照
明の消灯、小中学校などにおける使用エネルギーをＡ
重油や灯油からエネルギー効率の高い都市ガスに転換
するなどにより、基準年度からCO2排出量を37,480㌕削減することができましたが、
目標達成までには、さらに127,311㌕削減する必要があります。
　平成27年度の温室効果ガス総排出量とその発生源となる電気、各種燃料の使用
量は下表のとおりです。
　CO2の排出量について国の定める「地球温暖化対策計画」では、平成42年度の
国のCO2削減目標を平成25年度比で26㌫削減すると掲げています。市もより一層
の節電、資源の節約を行い削減目標達成に向けて取り組んでいきます。
■問　環境課環境保全・放射線対策班　内線3272

「白井市地球温暖化対策実行計画」
平成27年度結果

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

「
平
成
29
年
度
市
民
団
体
活
動
支
援
補
助
金
」

を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　
公
益
活
動
の
活
性
化
や
地
域
課
題

の
解
決
を
図
り
、
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
す
た
め
、
市
民
団
体
が
実

施
す
る
公
益
活
動
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
金
の
種
類
・
対
象
な
ど
の
概

要
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
必
ず
募
集
要
項
を
確
認
の
上
、
事

前
に
市
民
活
動
支
援
課
に
相
談
を
し
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
と
申
請
書
は
、
市
民
活

動
支
援
課
、
市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
、各
セ
ン
タ
ー
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

申
・
問

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
平
成

29
年
1
月
31
日
㈫
ま
で
に
直
接
市
民

活
動
支
援
課
市
民
活
動
支
援
班
　
内

線
3
1
5
1
へ

補助金の概要

種類 活動促進型 活動発展型

対象団体

市内に活動拠点を有し、市内で継続的に公益活動を
行っている、またはこれから公益活動を行おうとす
る5人以上の構成で、団体の運営に関する規約、会
則などの定めがある団体

要件
公益活動を行っている、
またはこれから公益活動
を行おうとする市民団体

１年以上継続して公益
活動を行っている市民
団体

対象事業 公益性があり団体の活動を
促進させる事業

公益性が高く地域課題
の解決を目指し団体の
活動を発展させる事業

補助期間 1年

補助金限度額 10万円以内 30万円以内

補助率の上限 補助対象経費の90㌫ 補助対象経費の80㌫
・補助金の採否については、書類審査と公開プレゼンテーションに
より決定します。

市民団体活動支援補助金申請に関する説明会
日時　12月22日㈭　午前10時～ 11時
場所　市役所3階
※説明会に参加しない場合でも申請は可能です。
■申・■問　12月20日㈫までに団体名、氏名、電話番号、メールア
ドレスを電話かEメールで市民活動支援課市民活動支援班　内線
3151、{shiminkatsudou@city.shiroi.chiba.jpへ

「
新
春
シ
ニ
ア
カ
ラ
オ

ケ
大
会
」
出
場
者
募
集

　
歌
う
の
が
好
き
な
人
、
自
慢
の
歌

声
を
披
露
し
て
み
た
い
人
な
ど
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
の
出
場
者
を
募
集
し
ま

す
。

日
時

　
1
月
20
日
㈮

　
午
後
1
時
〜

4
時
（
開
場

　
午
後
0
時
30
分
）

場
所
　
文
化
会
館
な
し
坊
ホ
ー
ル

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
30

人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
曲
名
（
1
曲
の
み
）・
歌

手
名
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員
は
団
体

名
を
記
入
の
上
、
往
復
は
が
き
で
1

月
5
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
高
齢
者

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
高
齢
者
福
祉
課
内
）

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4
へ
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　今年で60回目を迎えた白井市民文化祭が文化
センターを中心に開催されました。
　会場では、市民の芸術・文化作品が展示され、
来場者は芸術の秋を満喫していました。
　写真や陶芸、菊花、華道の展示、囲碁・将棋大会、
芸能祭、音楽祭、ダンスフェスティバルなどの
催しも開催され、大変にぎわいました。
　小・中学校生徒作品展の中で優れたものには、
12月3日に文化会館かおりホールで行われた表
彰式で市長賞、議会議長賞および教育長賞（通
称三長賞）が贈られました。
　受賞した皆さんは右表のとおりです。
■問　文化課　☎（492）1123

小学生の部（学校名・学年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略
部門 市長賞 議会議長賞 教育長賞

図画
低学年 阿部風希 （白井第三小1年）中山遼馬 （大山口小1年） 枡田一花 （池の上小1年）
中学年 岡村珀弥 （白井第三小4年）福島芽生 （南山小3年） 石田羚夏 （七次台小4年）
高学年 齋藤菜々 （白井第三小6年）宮沢颯一朗（桜台小6年） 齋藤茉綾 （大山口小5年）

書写
低学年 多根井理人 （南山小1年） 佐々木葵 （清水口小2年） 山本華菜 （大山口小1年）
中学年 渡邉湊大 （南山小4年） 坂井絢心 （七次台小3年） 奥澤励 （七次台小4年）
高学年 渡邉航生 （南山小6年） 渡来南美 （白井第一小5年）原田結衣 （南山小5年）

工作
低学年 神成瑛稀 （大山口小2年） 神田愛莉 （桜台小2年） 櫻井心乃 （七次台小2年）
中学年 外崎悠羽 （白井第三小4年）田中心逢 （清水口小4年） 鈴木柊羽 （池の上小4年）
高学年 尾䑓和心音 （池の上小5年） 大村帆南 （南山小5年） 尾頭海舟 （桜台小6年）

家庭 高学年 山下明 （池の上小6年） 仙場暦 （清水口小5年） 石井智栄莉（清水口小6年）

中学生の部（学校名・学年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略
部門 市長賞 議会議長賞 教育長賞
美術 柴崎心愛 （南山中1年） 井上紗希 （南山中2年） 大藤帆香 （大山口中3年）
書写 竹村涼香 （大山口中1年） 吉尾創太 （南山中2年） 小林舞花 （七次台中3年）
技術 野口愛桜 （白井中2年） 染谷友博 （七次台中2年） 福本倖大 （桜台中1年）
家庭 山口詩乃 （南山中3年） 長谷川知優（桜台中3年） 青山勇大 （南山中3年）

～入賞おめでとうございます～

白井市民文化祭

　平成29年1月4日㈬から、市の委託事業として白井聖仁会病院内の病
児保育施設「うさぎ保育所」で病児保育を実施します。
　施設の利用についての詳細は、市ホームページまたは保育課や市内
保育園で配付している「利用のしおり」で確認するか、直接うさぎ保
育所、保育課へ問い合わせてください。

◆病児保育とは
　子どもが病気のため保育園などに通うことができず、保護者が仕事
の都合などの理由で家庭での保育が難しい場合に病院に併設した病児
保育施設で子どもを預かり、看護師・保育士が体調をみながら一時的
に保育することです。

◆利用にあたって
利用の流れ（申込書などは市ホームページからダウンロードできます）
①利用登録　事前に「利用登録申込書」に記入し病児保育施設へ提出
②予約　利用する前日までに病児保育施設へ電話で予約
③受診　白井聖仁会病院で必ず受診
※他の病院を受診している場合でも白井聖仁会病院（診療は午前9時～）
での受診が必要です。
④利用当日　「利用申込書」に記入し必要書類を添付の上、病児保育施
設「うさぎ保育所」へ提出
※必要書類については申請者の状況により異なりますので、問い合わ

せてください。
⑤利用料金の支払い　当日現金で支払い
対象　次の全ての要件を満たしている子ども
●白井市、鎌ケ谷市に在住する生後6カ月から小学6年生までで、当面
病状の急変が認められない病気の子ども
※子どもの疾患や症状によっては施設を利用できない場合があります
ので、事前に「利用のしおり」などで確認してください。
●保護者の仕事などの都合により家庭で保育が困難な病気の子ども
定員　1日3人（予約制）
※当日の病状により、受け入れ人数に変動が生じる場合があります。
利用限度日数　休日を含む連続7日間
開設日時　月～金曜日　午前8時～午後6時、土曜日　午前8時～午後1
時（日曜日、祝日、12月29日～ 1月3日、臨時休所日を除く）
※土曜日は病児保育施設の利用に関する診察を行わないため、金曜日
までに白井聖仁会病院で受診をしている継続利用のみの利用となりま
す。
利用料金　1人1時間300円（食事・おやつ代は別途実費負担）
※生活保護世帯、市民税非課税世帯は利用料が免除されます。利用料
免除については保育課へ問い合わせてください。
■問　うさぎ保育所（白井聖仁会病院内）　☎070（2656）5671、保育課
保育班　☎（497）3488

平成29年1月4日㈬から開設
白井聖仁会病院内病児保育施設「うさぎ保育所」

学
童
保
育
通
所
児
の
見

守
り
に
ご
協
力
を

　
市
内
の
小
学
校
は
も
う
す
ぐ
冬
休

み
と
な
り
ま
す
が
、
学
童
保
育
所
を

利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
学
童
保

育
所
が
あ
る
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
子
ど
も
を
狙
っ
た
悪
質
な

犯
罪
が
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
不

審
者
に
関
す
る
情
報
も
頻
繁
に
聞
か

れ
る
た
め
、
保
護
者
や
職
員
も
で
き

る
限
り
送
迎
や
見
守
り
を
し
て
い
ま

す
が
、
見
守
り
な
ど
の
体
制
は
十
分

で
は
な
く
、
少
人
数
で
学
童
保
育
所

へ
通
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
学
童
保
育
所
に
通
う
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
だ
け
で
な
く
、

休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安

心
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
買
い
物
や
散
歩
な
ど
で
外

に
出
た
際
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
、
保

育
課
保
育
班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4

8
8年末年始に子どもが急病になったら

　印旛市郡小児初期急病診療所では、急な発熱や腹痛などの際、
応急的な治療を行います。
診療日時　下表のとおり

年末年始に歯の痛みを感じたら
　急な歯の痛みなどで困った人のために、市内
の歯科医院において応急処置を行います。
診療日時　下表のとおり

診療日時
診療日 受付時間

月～土曜日 午後7時～翌朝午前5時45分
日曜日・祝日・年末年始
（12月29日～1月3日）

午前9時～午後4時45分
午後7時～翌朝午前5時45分

診療日時
診療日時 歯科医院名 場所 電話番号

12月31日㈯
午前9時～正午 ライオン歯科 根1720－10 （491）7181

1月2日㉁
午前9時～正午 あまり歯科医院 堀込1－1－11サニー

ビル2階 （492）2341

※保険診療で行いますので、必ず健康保険証や各種受給者証を
持参してください。

■問　健康課保健予防班　☎（497）3495

場所　印旛市郡小児初期急病診療所（佐倉市江原台2－27　健
康管理センター内）
対象　印旛郡市在住の15歳以下の子ども
■問　印旛市郡小児初期急病診療所　☎043（485）3355（診療
時間内のみ）

田中さんの作品
黒澤さんの作品

田口さんの作品

　
第
45
回
千
葉
県
身
体
障
害
者
作
品

展
が
11
月
1
日
か
ら
6
日
ま
で
千
葉

県
立
美
術
館
で
開
か
れ
、
出
展
作
品

2
5
5
点
の
中
か
ら
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
講
座
を
受
講
し
て
い

る
田
口

く
み
こ
美
子
さ
ん
（
堀
込
在
住
）

の
絵
画
作
品
が
千
葉
県
知
事
賞
を
、

田
中
八
代
い
さ
ん
（
神
々
廻
在
住
）

の
書
道
作
品
が
千
葉
県
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
理
事
長
賞
を
、
黒
澤
秀
康

さ
ん
（
冨
士
在
住
）
の
陶
芸
作
品
が

ベ
イ
エ
フ
エ
ム
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

千
葉
県
身
体
障
害
者
作
品
展
示
会
入
選

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
こ
の
展
示
会
は
県
内
の
身
体
障
害

者
の
作
品
を
公
開
展
示
す
る
こ
と
で
、

広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
日
ご
ろ
の
精

進
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

障
が
い
者
自
身
の
積
極
的
な
自
己
表

現
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

問
　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
5
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
定期的に実施されている児童館事業などは、
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
「
梨
の
実
ひ
ろ
ば
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
運
営
委
員
募
集

　「
梨
の
実
ひ
ろ
ば
」
は
、
地
域
の

住
民
同
士
が
交
流
で
き
、
知
ら
な
い

者
同
士
が
知
り
合
い
、
楽
し
い
輪
が

広
が
る
の
を
目
指
す
サ
ロ
ン
で
す
。

　
一
緒
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
毎
週
火
・
土
曜
日
　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

　
場
所
　
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー

※
都
合
の
良
い
曜
日
、
時
間
帯
で
の

参
加
が
可
能
で
す
。

問
　
近
藤
☎
（
4
9
2
）
1
6
5
0

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

子

ど

も

西  

親
子
で
！
科
学
体
験

教
室

　
科
学
の
不
思
議
を
体
験
し
よ
う
。

日
程

　
1
月
8
日
㈰

時
間
・
内
容

　
①
午
前
10
時
〜
正
午
・

手
作
り
カ
イ
ロ
で
温
ま
ろ
う
　
②
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
・
ゴ
ム
の

不
思
議
な
性
質
を
体
験
し
よ
う

対
象

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
各

15
組
（
申
し
込
み
順
）

趣
味
・
教
養
・
学
習

桜  

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
倶
楽

部
〜
ひ
め
ト
レ
で
美
と

健
康
を
〜
（
全
3
回
）

　「
骨
盤
底
筋
」
を
鍛
え
て
、
驚
き

の
効
果
を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容
　
①
1
月
11
日
㈬
「
美

姿
勢
・
ハ
ッ
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
」　
②
1

月
25
日
㈬
「
腰
痛
肩
こ
り
改
善
」　
③

2
月
8
日
㈬
「
弾
力
・
美
B
o
d
y
」

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
者
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師

　
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー

ツ
リ
ー
ダ
ー

　
西
山
崇
子
さ
ん

申
　
1
月
5
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

　
1
月
13
日
㈮
・
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
、
1
月
23
日
㈪
・
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
こ
の
よ
う
に
、
み
た
ら
し
の
池

に
は
池
そ
の
も
の
へ
の
信
仰
に
加

え
、
水
に
関
わ
る
複
数
の
信
仰
が

結
び
付
い
て
い
ま
す
。

　「
み
た
ら
し
」
の
語
源
や
由
来

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

慶
長
7
（
1
6
0
2
）
年
の
「
下

総
国
印
西
荘
外
郷
白
井
郷
之
内
橋

本
郷
水
帳
」
に
も
「
み
た
ら
せ
」

の
文
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
江

戸
時
代
以
前
か
ら
既
に
地
名
が
存

在
し
、
信
仰
も
起
こ
っ
て
い
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　「
み
た
ら
し
」
に
は
「
御
手
洗
」

な
ど
の
文
字
が
当
て
ら
れ
、
一
般

的
に
は
神
社
や
寺
院
で
参
拝
者
が

手
や
口
を
洗
っ
て
清
め
る
場
所
を

意
味
し
ま
す
。
み
た
ら
し
の
池
は

人
々
の
生
活
に
あ
り
が
た
い
ご
利

益
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
神
聖
な

場
所
と
し
て
地
区
の
人
々
に
よ
り

信
仰
が
始
ま
り
、
や
が
て
遠
く
に

住
む
人
々
か
ら
も
信
仰
を
集
め
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き

ま
す
。

　
本
市
に
は
清
戸
の
泉
や
沢
山
の

泉
な
ど
、
湧
き
水
に
ま
つ
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
信
仰
や
伝
説
が
あ
り
ま

す
が
、
み
た
ら
し
の
池
も
そ
の
一

つ
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
13
（
2
0
0
1
）
年
に
市
の

指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

み
た
ら
し
の
池

　
み
た
ら
し
の
池
は
、
白
井
地
区

に
あ
る
湧
き
水
を
伴
う
泉
で
す
。

　
土
地
の
所
有
お
よ
び
管
理
は
、

「
白
井
二
十
六
軒
組
」
と
い
う
白

井
地
区
に
最
初
に
住
み
始
め
た
と

伝
わ
る
26
軒
の
旧
家
の
人
々
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
池
は
古
く
か
ら
信
仰
の
対

象
と
な
っ
て
お
り
、
五
穀
豊
穣
、

無
病
息
災
、
眼
病
治
癒
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
、
特
に
眼
病
に
は
池

の
水
で
目
を
洗
う
こ
と
で
治
癒
す

る
と
の
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
白
井
地
区
出
身
の
画
家
、
山
口

豊
専
も
み
た
ら
し
の
池
で
目
を
洗

う
様
子
を
描
い
て
い
る
ほ
か
、
民

俗
調
査
で
も
遠
く
神
奈
川
県
や
静

岡
県
か
ら
水
を
く
み
に
き
た
と
い

う
話
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
池
の
ほ
と
り
に
は
元
文
3
（
1

7
3
8
）
年
造
立
の
弁
財
天
を
納

め
た
祠

ほ
こ
らが

あ
り
、
弁
財
天
信
仰
と

も
融
合
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
弁
財
天
は
イ
ン
ド
の
ヒ
ン

ズ
ー
教
の
神
が
仏
教
の
守
護
神
と

し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
主
に
池
・

沼
・
川
な
ど
の
水
辺
に
水
を
司
る

神
と
し
て
祭
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
近
く
に
あ
る
白
井
鳥
見

神
社
の
祭
礼
で
は
、
か
つ
て
池
の

水
で
ご
飯
を
炊
き
、
社
殿
に
供
え

て
か
ら
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

みたらしの池
（奥に祠が見えます）

「みたらしさま」と書かれ
た鳥居

福  

絵
手
紙
講
習

　
固
形
絵
の
具
「
顔
彩
」
を
使
っ
て
、

野
菜
や
花
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
絵
を
描

き
ま
す
。

　
童
心
に
帰
り
、
絵
を
描
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
1
月
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
30

日
㈪
（
全
3
回
）　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
20

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
1
月
7
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

コ
ッ
コ
広
場

　
地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
焼
き
菓
子
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時

　
1
月
14
日
㈯

　
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
、
ワ

ン
デ
ー
シ
ェ
フ
ラ
ン
チ
　
正
午
〜
午

後
2
時

内
容
・
定
員

　
①
姿
勢
改
善
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
・
12
人

　
②
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル

＆
キ
ッ
ズ
ネ
イ
ル
体
験
・
10
人
　
③

ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ
ラ
ン
チ
（
ス
コ
ー

ン
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー

ネ
ほ
か
）・
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
①
・
③
5
0
0
円
　
②
2

0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

◆
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
四
季
写
真
展

　
仲
間
と
の
交
流
、
撮
影
旅
行
、
作

品
講
評
会
な
ど
を
通
じ
て
、
楽
し
く

活
発
に
活
動
し
て
い
る
写
真
ク
ラ
ブ

の
第
6
回
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

　
20
日
㈫
〜
25
日
㈰

　
場
所

　

文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
4
時
ま
で
）

問
　
原
田
☎
0
9
0
（
7
7
1
8
）

2
0
1
5

◆
神
崎
川
上
流
ゴ
ミ
拾
い
ウ
オ
ー
キ

ン
グ

　
川
岸
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
、
終
了
後

に
参
加
者
全
員
で
近
く
の
団
地
集
会

所
で
お
し
る
こ
を
食
べ
ま
す
。

日
時

　
1
月
14
日
㈯

　
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分

　
場
所

　
け
や
き
台

緑
地
　
対
象
　
小
学
生
以
上
　
30
人

（
申
し
込
み
順
、
小
学
2
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
1
月
10
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
神
崎
川
を
守
る
し
ろ
い
八
幡
溜
の

会
　
寺
園
☎
0
9
0
（
8
1
0
7
）

2
7
6
3
へ

◆
公
開
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ「
花
嫁
街
道
」

　
暖
か
い
房
総
の
山
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
　
2
月
18
日
㈯
　
集
合
時
間
・

場
所　

午
前
6
時
・
鎌
ケ
谷
市
役
所

対
象

　
一
般

　
30
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）　
参
加
費　

6
、

0
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
　
往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記

入
の
上
、
1
月
15
日
㈰
（
必
着
）
ま

で
に
〒
2
7
3
―
0
1
2
1

　
鎌
ケ

谷
市
初
富
8
0
8
―
4
4
3

　
五
十

嵐
朝
子
へ

問
　
東
葛
山
の
会

　
髙
見
☎
（
4
4

5
）
3
4
3
3
（
午
後
7
時
以
降
）

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象
　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数

　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班

　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

講
師

　
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

加
地
浩
成
さ
ん
、
堀
本
能
之
さ
ん

参
加
費

　
各
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
1
月
6
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

シ   会員募集説明会
　長年培った知識や経験を生かしながら、健
康や生きがいのために仕事をしてみません
か。心身ともに健康で働く意欲のある人を対
象とした説明会を開催します。
日時　22日㈭　午前10時～
場所　保健福祉センター
対象　市内在住の原則60歳以上（自由参加）

手に持ったポールを使っ
た簡単エクササイズです

準準準要要要保護児童・生徒に就学援援援助助助
（（入入入入学学学準準備金）を入学前に支給給ししままますすすす

　
市
内
に
在
住
し
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
児
童
や
生
徒
の
い
る
家

庭
に
就
学
費
を
援
助
し
ま
す
。

対
象

　
平
成
29
年
度
新
1
年
生
と
し

て
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
子
を
持

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停

止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
て
い
る

●
地
方
税
法
に
基
づ
く
個
人
事
業
税

や
固
定
資
産
税
、
市
民
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
か
市
民
税
が
非
課
税

●
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年
金

の
掛
け
金
の
減
免
を
受
け
て
い
る

●
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
険

料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予
を
受

け
て
い
る

●
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

●
生
活
福
祉
資
金
制
度
に
よ
る
貸
し

付
け
を
受
け
て
い
る

※
各
項
目
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も

失
業
や
病
気
、
突
発
的
な
事
故
、
災

害
な
ど
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
経
済

的
に
困
窮
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

援
助
経
費

　
新
入
学
学
用
品
費

※
1
月
4
日
㈬
か
ら
31
日
㈫
ま
で
に

就
学
援
助
（
入
学
準
備
金
）
を
申
請

し
た
場
合
は
、
3
月
中
に
支
給
し
ま

す
。
2
月
以
降
に
就
学
援
助
を
申
請

し
、
4
月
か
ら
の
認
定
と
な
っ
た
場

合
は
入
学
後
5
月
以
降
に
支
給
と
な

り
ま
す
。

■申・■問　①申請者の個人番号が確認できるもの（個
人番号カード、通知カード、番号入り住民票など）②
本人確認ができるもの（個人番号カード、運転免許証
など写真付き身分証明書など）③振込先が確認できる
もの（通帳など）を持参し、学校教育課学務班　内線
3424へ

2016.12.155
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み ん な の ひ ろ ば

天
　
尼
寺
に
尼
居
ず
な
り
ぬ
村
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

地
　
進
退
は
男
の
器
量
冬
の
鵙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

人
　
手
に
軽
し
妻
の
残
せ
し
秋
扇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
福
加
博
之

【
選
評
】　
天
　
ち
ょ
っ
と
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
作
品
だ
。「
尼
」
が
居
な
く

な
っ
た
理
由
を
言
わ
ず
読
者
の
想
像
に
任
せ
て
い
る
。
村
時
雨
も
良
い
取

り
合
わ
せ
で
あ
る
。
全
体
に
俳
歴
を
感
じ
さ
せ
類
句
性
も
な
い
。
地

　
句

に
あ
る
年
齢
を
感
じ
る
。
現
代
若
者
の
言
葉
で
は
な
い
人
生
経
験
を
積
ん

だ
男
の
心
意
気
と
思
え
る
。
冬
の
鵙
の
声
の
厳
し
さ
が
よ
く
合
っ
て
い

る
。
人
　
残
せ
し
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
作
者
は
奥
様
を
亡
く
さ
れ
た
の

だ
と
推
察
す
る
。「
手
に
軽
し
」は
妻
へ
の
追
慕
の
気
持
ち
の
表
現
で
あ
る
。

秋
扇
を
手
に
す
る
と
思
い
出
が
次
々
と
湧
く
。

靴
音
の
響
け
る
冬
の
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
山
敏
子

朝
冷
え
や
ト
ー
ス
ト
少
し
強
く
焼
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
市
川
敦
代

後
の
月
言
い
た
き
事
を
胸
に
秘
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

茶
の
花
や
母
の
看
取
り
に
悔
い
す
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台

　
　
　
黒
河
内
和
子

着
水
の
姿
に
威
風
大
白
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

水
を
掻
く
珊
瑚
色
な
る
鳰
の
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口
　
　
斎
藤
裕
子

秋
晴
や
静
か
に
進
む
帆
引
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
山
下
じ
ゅ
ん
こ

レ
ン
タ
ル
の
晴
れ
着
を
ま
と
い
髪
上
げ
て

鏡
見
つ
め
る
三
歳
の
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

【
選
評
】
レ
ン
タ
ル
が
現
代
的
で
す
。
晴
れ
着
を
ま
と
っ
た
姿
を
鏡
に

映
し
確
認
す
る
の
は
ま
さ
に
女
の
子
。
そ
の
し
ぐ
さ
が
切
り
取
ら
れ
、

七
五
三
を
祝
う
家
族
の
喜
び
が
見
え
て
き
ま
す
。

夫
と
ペ
ア
の
カ
ッ
プ
頂
き
ポ
タ
ー
ジ
ュ
の

熱
き
を
啜
る
寒
き
秋
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根

　
　
　
　
印
南
満
子

飛
ぶ
ご
と
く
紅
葉
散
る
道
楽
し
く
て

じ
ゃ
ん
け
ん
し
つ
つ
学
童
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

秋
風
と
落
葉
の
季
節
足
で
リ
ズ
ム

と
り
さ
く
さ
く
と
落
葉
踏
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

朝
刊
に
米
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
氏
の

記
事
が
占
め
を
り
良
き
と
悪あ

し
き
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

　
※
俳
句
と
短
歌
の
入
選
作
は
氏
名
の
五
十
音
順
で
す
（
特
選
を
除
く
）。

　中学生のA君は小学生と幼稚園
児の弟、お母さんの4人家族。お
父さんが去年急に他界し突然経済
的に厳しい生活になった家庭でし
た。お母さんは働き始めましたが、
幼稚園児を抱えての短時間パート
では、4人が生活していける収入
が得られません。やむなくA君に
中学を卒業したら働くように頼み
ました。
　進学希望だったA君ですが、お
母さんからの頼みを断ることがで
きず、その悩みを友達に打ち明け
ました。この話を聞いた友達のお
母さんが、民生委員に相談してき
たのです。
　進路決定の時期だったので、す
ぐに社会福祉協議会の人と一緒に
A君宅を訪問し、いろいろなサポ
ートがある中「教育支援資金」の
利用を提案しました。その後A君

は無事県立高校に進学しました。
【この事例は全国民生委員児童委
員協議会の資料からの抜粋です】
　経済、社会情勢、家族形態の変
化や希薄になった人間関係などで
経済的困窮や社会的孤立など生活
に不安を抱える人が増えています。
民生委員は、そのような皆さんに
さまざまなサポートを紹介し、諸
機関の担当者と連携して問題に取
り組んでいます。
　生活の中にはたくさんのハード
ルがありますよね。私たちは、一
生懸命生活している皆さんに笑顔
のある毎日が来るよう願って、ハ
ードルを越えるお手伝いをしてい
ます。
※この記事は民生委員児童委員連絡
協議会広報部会が作成しています。
■問　社会福祉課厚生班　内線　
5303

第2回ちば起業家ビジネスプランコンペティション
のちば起業家賞部門で奨励賞を受賞

す
ぐ
傍
（
そ
ば
）
に
い
ま
す

民
生
委
員
は

あ
な
た
の
暮
ら
し
の

◆お話を語り継ぐ「ありのみお話会」が

35周年　
　「ありのみお話会」は、昭和56年のあり
のみ文庫の設立に始まり、絵本などを使
わず、語り手の言葉で語る素話を学びな
がらお話を届けています。　

　長く活動を続けている新
あら や た か こ

屋孝子さんは
「子どもたちが夢を持てる子に育ってほし
いと願い、子どもたちの目を見て話しています。語り手と聞き手が心を通わせ
つつ楽しむ素話に興味のある人は、毎月第3木曜日に清水口1丁目5番集会所で講
師を招いて語りを学んでいますので声をかけてください」と話してくれました。
■問　ありのみお話会　北原　☎（457）3158

　10月10日に千葉県主催の起業家を応援する
「CHIBAビジコン2016（第2回ちば起業家ビジ
ネスプランコンペティション）」の表彰が幕張
メッセで行われ、根在住の三

みかみ

上千
ち か

賀さんが「ち
ば起業家賞部門」で「奨励賞」を受賞しました。
　ちば起業家ビジネスプランコンペティショ
ンは、千葉県の課題解決につながるビジネスア
イデア、ビジネスプランを募集し、独創性、成
長性や収益性が見込める優秀なプランを表彰
するもので、三上さんは千葉県を『日本一産み
育てやすい県』にするための『幼稚園赤ちゃん
組親子教室の開催』『子育て経験を仕事にする

仕組み作り』というビジネスプランで、118件の応募の中から厳しい審査を勝
ち抜き、5人のファイナリストとしてプレゼンテーションを行いました。
　三上さんは起業して3年目で、今年の2月に（一社）日本ふれあい育児協会を
設立しました。乳幼児とママが楽しみながら学べる教室の開催の充実と女性の
活躍の場を広げていきたいと奮闘中です。
　「子育ては、時に追い詰められることもあります。だからこそ、ママには寄
り添える先輩ママが必要だと考えています。妊娠や子育てのために仕事を辞め
て、会社と離れ、社会と離れて不安や孤独を感じているママ達には、それはキ
ャリアの中断ではなく、子育て経験を自身のキャリアに変えることもできる！
と伝えていきたいです」と語ってくれました。
※第1回ちば起業家ビジネスプランコンペティションでも、千葉起業家賞部
門で「ちば起業家大賞」を谷田地区の㈱OMOしろい（旧㈱ニッポン食堂）の
宇
うがと し ゆ き

賀俊之さんが受賞しています。

表彰状を手にする三上千賀さん

講師と「ありのみお話会」の皆さん

◆「今日のおはなしな～に」おは
なしバスケットが30周年　
　「おはなしバスケット」は、昭和
61年に地元の主婦4人で結成しまし
た。今では会員も20人を数えます。
幼児から小学生までを対象にした
絵本や紙芝居の読み聞かせを毎月
第2土曜日の午前11時から白井駅前
センターで行っています。

　代表の宮
みやもと

本乃
の ぶ こ

芙子さんは「地域の皆さんの支えがあって続けることができま
した。30年前に来てくれた子どもたちが、お母さんになって子どもを連れてき
てくれるのを見るとお話の輪が広がっていると感じます。これからも絵本の持
つすばらしい力を伝えていきたいです。読み聞かせに興味のある人は問い合わ
せてください」と話してくれました。
■問　おはなしバスケット　宮本　☎（491）6428

お気に入りの絵本を手に「おはなしバスケット」
の皆さん

市内で活躍する読み聞かせ団体が節目を迎えました
　市内には、読み聞かせボランティアの団体がいくつかあります。保育園、幼
稚園、学童保育所や小学校の朝の読書などに出向いたり、地域のイベントに参
加してお話と笑顔をたくさんの子どもたちに届けています。 あ

の
戦
争
を
語
り
継
ぐ

平
和
都
市
宣
言

30
周
年
記
念
連
載
⑨

戦
時
生
活
と
米
軍
進
駐

　
私
が
横
浜
に
住
ん
で
い
た
国
民
学

校
1
年
の
時
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発

し
ま
し
た
。
当
初
は
勝
利
が
続
く
も

1
年
後
に
は
戦
況
も
悪
化
し
、
や
が

て
空
襲
に
よ
る
敵
機
B
―
29
の
爆
撃

が
開
始
さ
れ
、
1
日
数
回
防
空
壕
に

入
り
ま
し
た
。
夜
も
空
襲
警
報
が
鳴

れ
ば
す
ぐ
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
た
め
、
服
の
ま
ま
寝
て
、

風
呂
（
銭
湯
）
に
も
入
れ
ず
シ
ラ
ミ

と
、
そ
し
て
空
腹
と
の
戦
い
の
連
日

に
死
ん
で
も
い
い
か
ら
一
度
空
腹
を

満
た
し
、
裸
で
寝
た
い
と
思
い
ま
し

栗く
り
や
が
わ

谷
川 

一い
ち
ろ
う

郎
さ
ん
　
82
歳
　

                    

清
水
口
地
区
在
住

た
。
食
糧
事
情
が
悪
化
し
、
授
業
時

間
は
空
地
で
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

作
り
と
な
り
、
低
学
年
で
小
柄
の
私

に
は
重
労
働
で
し
た
。

　
朝
礼
で
は
毎
回
宮き

ゅ
う
じ
ょ
う
よ
う
は
い

城

遥

拝

（
皇
居
の
方
角
へ
の
敬
礼
）
や
将
校

の
訓
示
が
あ
り
、
空
腹
で
不
動
の
姿

勢
を
保
て
な
い
で
倒
れ
る
と
、
女
の

子
で
も
軍
刀
の
柄
で
尻
を
た
た
か
れ

た
り
し
ま
し
た
。

　
や
が
て
学
校
も
閉
鎖
と
な
り
、
友

達
は
集
団
疎
開
ま
た
は
縁
故
疎
開
で

散
り
散
り
と
な
り
、
私
た
ち
一
家
も

青
森
県
そ
し
て
岩
手
県
の
親
戚
へ
身

を
寄
せ
て
い
る
う
ち
に
小
学
校
を
5

回
転
校
し
て
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　
終
戦
間
も
な
く
米
軍
が
疎
開
先
の

岩
手
県
の
へ
き
地
に
も
進
駐
し
て
き

て
、
私
た
ち
子
ど
も
は
米
兵
か
ら

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
ガ
ム
を
も
ら
っ
て

大
喜
び
で
し
た
。

　
旧
制
中
学
校
で
英
語
教
師
を
し
て

い
た
父
は
外
務
省
通
訳
官
と
し
て
、

武
装
し
た
軍
人
と
ジ
ー
プ
で
飛
び

回
っ
て
い
ま
し
た
。
家
に
も
青
い
目

の
大
柄
な
将
校
が
や
っ
て
来
て
、
最

初
は
怖
か
っ
た
で
す
が
笑
顔
で
話
し

か
け
ら
れ
た
の
で
英
語
に
興
味
を
持

ち
始
め
ま
し
た
（
こ
れ
が
現
在
の
私

の
国
際
交
流
活
動
の
原
点
と
な
り
ま

し
た
）。

　
大
人
用
の
野
球
道
具
一
式
を
も
ら

い
友
達
と
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
だ
こ

と
が
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
疎
開
　
第
2
次
世
界
大
戦
末
期
に

攻
撃
目
標
と
な
り
や
す
い
都
市
に
住

む
児
童
や
高
齢
者
を
田
舎
に
避
難
さ

せ
る
政
策
が
と
ら
れ
た
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4

※
体
験
談
を
募
集
し
て
い
ま
す
。


